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要 旨
英語の 進行相 の中核的意味は ｢進行 ･継続｣ であると 一 般に 言われており, 事実そ の とおり であ
る｡ しか し, 進行相に は他に付随的意味が い く つ かあり, ｢非断言的 ･押し付けが ましさ がない ･透
慮が ち ･ 丁寧｣･ と い っ た ニ ュ ア ン ス を伝える と各種 の語法書 ･ 文法書は指摘して い る｡
Ⅰ'm hoping yo u
'
llbe willingtojoin u s.
I w a shoping yo u
'dle nd m e s om e m o n ey.
Wben willyo ube payingba ck the m oney?
Sho uldyo uhap pe nto be pa s slng, do dropin.
こ の付随的意味を ｢進行相の 丁寧効果｣ と呼ぶ こと がで きる が, こ の効果は進行相 の動詞構造そ
のも の が持つ本質的な意味, すなわち ｢時間幅｣ ｢未完了｣ にま で遡る ことが できる の で は な い か ,
本稿は この ことを検証するとともに , EF L学習者がとくに不得手とされ て い る未来進行相に重点
をお い て検討してみ た ｡
キ ー ワ ー ド
進行相, 時間幅,.
未完了, 緩衝作用, 娩【乱 丁寧
1 序
効果的なビ ジネス レ タ ー (B L)を書く ため
の 要素と して Cle ar nes s, Concis ene ss, Co r-
re ctne ss, Cou rte sy, Co nsideration の 五 つ の
要素が古くか ら唱道されて い る｡ これらの 特
質を英文 に表現する に は, 用語上 ･ 統語上 ･
文体上様々 な工夫が こ らされるであろうが,
本稿で は5 Cの - つ である Co u rte sy, 言 い 換
え れ ば Polite n e s sが 英 文 法 の い わ ゆ る
Aspect(とくに進行相) と どの ような係 わり
がある の か , ある い は結論的に 言えば , 進行
相 は なぜ Cou rtesy効果 を生み だすの か を考
察してみ た い ｡
2 動詞構造
1)
Alls op(148) は英語の 動詞構造に は 二 つ の
意味要素があるとする ｡
(a) Tim e 一 動作が行われる時を示す｡
(b) Attitude 一 動作に対する話者の 関
心, その 動作を話者が どの ように 見
て い るか(ある い は解釈 して い るか)
を示す｡
2)
Lewis(101) は もう少 し細かく分析して い
て上記の(b)をぎらに具体的に示 して い る｡
(1) 単純時制 (Simple Pre s ent o rSim _
ple Past) の 動詞構造によ っ て 話者
はある状況 ･ 出来事 ･ 行為等の 事実
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の面を表現する ｡
(2) Aspe ctに よ っ て 話者は ある 動作の
時間的特徴を どう解釈 して い るか を
示す｡
(3) Modals(法助動詞) の使用に よ っ て
話 者 は そ の 状 況 の non-fa ctu ality
か つ non-tem poralな面に対する自
分 の 心的態度 (可能性 ･ 必要性 ･ 疑
念 ･ 確信等) を表明 できる ｡
以上 の事を例文 によ っ て示せば
(1a)It 71ains alotin the n o rth of Engla nd.
(1b)It y m
'
n ed la st night.
(2a)It u)a s y m
'
ning whe n the plane to ok
off.
(3) I ca n
'
t c o me todaybut1 co uldc om e
to m o r r o w.
(1a)(1b)は単純時制が用 い られて おり, 早
に事実を叙述 して い るにす ぎな い ｡ (2a)は過
去 にお ける ｢雨降り｣ の 事象に時間幅 があ っ
た こ と を(be+ - ing) の構造要素で示 して い
る ｡ こ の 時間幅 は必ずしも動作 ･ 行為に要す
る現実時間を表すの で はなく, その動作 ･ 行
為を話者が どの ように受け取 っ て い るか と い
うこと, すなわち心理的な時間幅をも表すこ
とが できる こ とに 注意しなければ ならな い ｡
たとえば, ｢雨 の中女王がお着きに な っ た ｡ 折
しも爆発 が起 きた｣ と い っ た状況を想定して
み よう｡
(2b)It w as rm
'
ning whe n the Que en
ar rived.
(2c)T he bo mb e xploded while the Qu e en
u)a S a r n u lng･
い ずれ の 場合 にも女王 の ｢到着｣ に要 した
時間の 長さ は同じはず だが , 話者の 主観 的な
受け取りか たに は違 い があ っ て, 心理的に長
く か か っ た と思 わ れ る(2c)にくbe+ -ing〉 の
構造 が選 ばれ た こ とが 理解 できる ｡
(3)は M odalが 含 ま れ て い る が, (Ⅰ+
c o m e)と いう行為 が事実と して では なく話者
の 判断 として示 されて おり(- nonイa ctu al),
過去 形 c o uld がto m o rr o wと 共 に 用 い ら れ
て い る こ とか らして, こ の Modalは話者が上
記行為を non-tem po r al として受けとめ て い
る こ と を 物 語 っ て い る ｡ Co uld, w o uld,
should
,
might はそれぞれ c a n, will, shall,
m ay の 過去時制と い うふ うに 伝統 的に み な
されて きたが, subo rdin ate cla us e内で用 い
られて い る場合 は別と して, 法助動詞 はすべ
て , 話者の 発話時 (- 現在) に おける判断を
表す, と い う本質を見逃す べ きでは なか ろう｡
上 の場 合(Ⅰ+ c o m e) の可 能性 は c an よ り も
c o uld の ほう が小 さ い と 話者 は 判 断 し て お
り, Lewis は c o uld(w ould, might, etc.)及び
一 般動詞 の過去形を Rem ote fo r mと呼 ぶ こ
と を提 唱して い る ｡ 過去形は 時間的 ･ 心理的
に隔 たりが感じられるか らである ｡
心理的な隔たりは, 話者 ( 書き手一以下 同
断) の側 の 控えめ ･ 遠慮の 気持ちを表すもの
であり, 自ずと発話や書か れた文 の 表現 の仕
方に現れてく るもの で ある｡ その 表現形式が
聞き手(読み 手)には Polite と映るの であり,
と く に B L に おい て M odals の Re m ote
fo r mす なわ ち過去形が 多用され る理由 と な
っ て い る ｡
次真に示すの は, 時制 と進行相 が競合して
politen e s sの効果を生 み だ して い る姿を表し
3)
て い る (M a rqu e z& Bo w en,61)｡
" Hope
"
と ともに
"
w o nder" も依頼を表す際
の い わゆ る softepe r sと して有用なも の だ が
下記引用 の Degr ee of Polite n e s sに進行相 が
係わ っ て く るの は何故 であろうか ｡ 上 に 述べ
た ように , 進行相 は心理的な時間幅を含意す
る こ と に加えて , 出来事 ･ 行為 が未完了 であ
る こ とを明確 に示す動詞構造である ｡ した が
っ て , 時間幅 と未完了 と い う特性 が 主語 と行
為 がも ろに 結び つ く の を防ぐ
一 つ の 緩衝作用
と して入り込 み , 叙述の 露骨さを緩和し, 叙
述 に娩 曲な印象を与えて い る の で は か - か ,
と いう仮説をた て て み た い ｡
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Degree of
Politbn ess Ve rb Fo m
Polite (4a)Sim ple
Pres e nt
(4b)Simple
Pa st
(4c)Pre se nt
Co ntin u ou s
M o st (5)Past
Polite Co ntin u o us
M ea m ng Em mple∫
M ost dire ct requ e st z hope yo u
'
lljoin us for
Te ntativ e
Te ntativ e
,
n o c o m mit-
m e nt implied, s elトdepr e-
c ato ry
M o st te ntative, do ubly
s elf-depre c ato ry
3 現在進行相
進行相 の 意味 ･ 特質に つ い て の捉えか た は
学者に よ っ て様々 で あ卑が, pr oc e s s(進行 ･
推移 ･ 過程) や du ration (持続･ 存続 ･ 継続)
と い っ た基本的な意味に加えて, 非完了 ･ 同
時性 ･ 感情的色彩 ･ 生 き生きした描写 ･ 強調
と い っ た ニ ュ ア ン ス を伴うこ とはよく知 られ
4)
て い る ｡ 黒川 (下 :204) は進行相 に つ い て
" Va rients〔sic〕in Cu rrent English Gram -
m a r
"
(Rodinov, A.;1981)か ら興味深 い 文章
を引用 して い る の で 一 部転記して みる｡
T he Coritinu ous form m ay beles s c ate-
go rical a nd direct, le s sforc eful and pres s-
ingthan thelndefinitefor m ‥ ‥ Som etim e s
the Contin uousform isfelt as m ore polite
tha nthe c o r r espond ingIndefinitefor
,
m ･
5)
これは実に示唆に富む卓見であり, DP B L
か ら引用する以下の例文 で進行相 の諸相を検
討 しながら, 上述 の仮 説の 妥当性を検証 して
み た い ｡
(6),W e a re s e nding u nde rs eparate co ver
o ne oftheir catalogs with o u r o rde r
bla nks a s wella sthete r ms and condi-
tio n s of s ale.(199)
(7) Inlin e withyo u r reque st w e w e yledu c_
din ne rFriday.
I hoped yo u
'd be able to
join u s.
I
'
m hoping yo u
'll be will-
1 ngtOjoin u s.
I u)a shoping yo u
'd le nd
m e S O me m o n ey.
95
ing o ur FL O.B. pric esto you5 0/. retr o-
active toJu ne shipm ent.(299)
(6)は現在進行相の典型と い えるも の で ｢送
る｣ と い う行為 ･ 活動は発話時 (執筆時 一 以
下 同断).と同時進行と もとれる し, 近 い 将来
に発送する と いう現在 の 計画 ･ 取り決め を表
すとも解釈 できる｡ 進行相 は未完了を含意す
る の で後者 の 解釈 が 可能に なる わけ で あ る
が, 前も っ て 計画 できるような行為を表す動
詞 が こ の〈将来の 計画 ･ 取り決め)を表す現在
6)
進行相 に用 い る こ とが できる (安藤,.127)｡
(8) T his m aterial is beingprovided fre e of
charge.(422)
(9) Efforts w e n o wbeing m ade to e stab-
1ish pro c edure sthat willalleviate this
situ ation.(375)
(8)に は D P B Lの 解説欄で ｢｢無料 でお送 り
します｣ とい う意味だ が, 進行形に して い る
こ とで, 今 回は 無料だ が こ の 次は わか らな い
と いう含み を持たせ て い る｡ `is pro vided
,
と
すれば い つ も無料で送 っ て い ると い うこ とに
なる｣ と い う説 如 ゞなされて い る｡ もちろん
そ の ような読み は, それに相 応し い文脈 があ
7)
っ ては じめ て可能と い えよう(Huddleston,
75)o(9)ち(8)と 同様に発話時を含む ある期間 内
の進行を表す｡ 上例 の ように その 行為が現在
の こ と であれ ば中断せずに継続 して い く こ と
を表す が, 過去時制で用 い られ る と中断され
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る こ とを示唆する ｡
e.g . she was dn
'
ving his car when she
s uddenlyfeltill.
つ い で なが ら, (8)(9)の受動態は叙述に客観
性 と い う特質を付与する働きがあり, 相手 の
信頼を とりつ けるの に有益で あろう｡
(10) I a m hoping s o m ething c an be do n e
about the e a rly o ccupancy problem ･
(466)
(ll) Yo ur do c um entation require ments w e
begin n mgto strike us asbeing slightly
ex ce s siv e.(444)
(10)は 前節で既述 した s oftner を含む も の で
あるが , 押 し付けが ましさを避け, 遠慮した
響きを持つ の は
'
Ihope
'
と い うような事実 を
直叙する Simple Tens eを用 い ない こ とか ら
生 じる効果と い えよう｡ (ll)には D P B L に｢し-
ささか多すぎるの で は ない か と い う感じを受
けてお ります｣ と いう実に穿 っ た訳をつ けて
い るが, こ の 動詞構造に は相手 - の 強 い 配慮
と遠 慮が働 い て い るよう に思 わ れ る｡ 安藤
(115) は Ota(1963) の 説を紹介して
｢進行
相 は動作の ｢プ ロ セ ス ｣ を表すとする ｡ プ ロ
セ ス とは, 動作が既に始ま っ てお り, 現在完
結 に向か っ て動 い て い る が, まだ完結は して
い ない と いう意味 である｣ と述 べ て い る が,
こ れ は Rodinov の 言う進行相 が 持つ 非断言
的 なぼか した表現の 特徴と な っ て現れる ｡ 下
に㈹ の類例を追加するが, Rem oteform を用
い る こ とにより遠慮の気持ちがさらに強く働
い て い る ｡
(lla) T hank yo u s9 m u ch for yo u rletter･
w e u)e r ebegin ningto w o nde8
r
)
ifyo u
'd
had o urlastletter!(0Ⅹf. W , 45)
(llb)I w as awfully gladto getyo u rcard･ I
w a sbegin ning to thiF,
k yo u hadfo r-
gotten m e. (0Ⅹf･ W 2, 23)
4 未来進行相
〈will be+ - ing) の動詞構造 の 表す意 味を
10)
CGE LT(4.46)は次の ように示して い る ｡
(a)進行相 に つ きも の の
`時間枠' と will
で示さ れる
`
未来' の 意味を結合 した
用 い 方｡
(b)
`Futu re a s am atter of co u rs e
'
を 表
す｡ W illを意志 ･ 意図 ･ 約束等の 意味
に解する こと はで きな い ｡
When u)ilyo u
(
Pay ba ck
bePaying ba ck
the m oney?
(下段 の方 が m ore ta ctful である)
N B. T he n e xt train to Lo ndon will
( )
a m v e ､ at platfor m fou r･
be ar n v mg
人間 の 係わりがな い 未来の 出来事を表す
場合は , 両者に差異は ない ｡ 後者の方に
ややイ ン フ ォ ー マ ル な傾向がある と い う
程度である ｡
(b)に対する コ メ ン トに あるように , 下段 の
ほうが m o r etactful であるの ならばノ こ の 動
詞構造を B L で大 い に利用する価値があ ろう
1 い
(中村他, 29ff.)0
Lewis(118) は こ の動詞構造 に つ い て
｢話
者は発話時以前の状況を悟 っ て い る｣ と核心
を突 い た説明 を与えて い る が, その こ とを裏
付ける例文 は示 して い な い ｡ こ の 用法は B L
ある い は私信を問わず広く見られる が, まず
用例をあげて み る ｡
(12) I w as v e ry hap p yto learnfr o m your
lette r ofJune3thatyo u u,ill be visiting
o ur labor atory follo wing the lnte r n a
-
tio n al Co nfe re n c eto be heldin Kyoto･
(95)
(13) W ith r egardto yo urfo rthc o ming visit･
o u rM r. R.T. u )ill be m e eting yo u at
N a rita on Septe mber 8 to assist yo u･
yo u r s chedule indicates yo u will be
pying/o nN W OO7s cheduledto ar riv e at
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5:45 P.M . Tokyo. To insu re quick
identific ation, Mr. T u)ill be c a r7ym g a
sm all L E M C O flag. (85)
(14) W e hav e a r ranged fo ryo uto stay with
thefollowing hostfa mily:(addre ss)
T hey will be expe cting you o n the
Su nday afte r no on o revening and will
be hap p yto pick you up at M argate
Station. (0Ⅹf. W , 51)
(15) We are pleasedtoinfor m yo uthatyou
have be en registered on the cou rs e of
yo u rchoic e. Yo u u)ill be staying at
Myrtle College Reside nc e Hall. (0Ⅹf.
W, 51)
(16) Pleas elet u skn o w whathotelyo uu)ill
be staying at s othat w e can m ake the
ne ces sa ry tr a n sportatio n a r range-
m entsfo ryo u. (93)
上 の 五 つ の 例 文 で 分 か る こ と は, (will
be+ - ing) の動詞構造 は, - ing形 で示 され
る 将来の 活動 ･ 行為 を行う た め の 根 拠 が 話
者 ･ 聞き手双方で , ある い は少 なく と も話者
の 方で了解済み であろようタ コ ン テクス トで
用 い られて い る, と い うこ と である ｡ ある事
情の も とでは , 例えば, 空港に 出迎える約束
をしたと か, 誰か を派遣する こ と に決め ＼た と
か いう場合, その後 に当然予想される 一 連の
行為がある はずで ある｡ そうした約 束や取り
決め が予め なされて い て, ･それに基ずい て将
来に生 じる であろう活動 ･ 状態, すなわち状
況 の 推 移 を 予告 す る 動 詞 構 造が こ の〈will
be+ - ing)形 であろう｡
こ の 動詞構造は我々 日本人ばか りでなく,
母語 は何 であれ英語を外国語として学ぶ学習
者に と っ て もや なり難 しい らしく, Bolitho
& To mlin s o占2'(114)は 次の ような例 を挙げて
コ メ ン トを与えて い る ｡(Q -foreignle a r n e r)
(17) Q: W he r e a r eyo ugoing?
A : To to w n.
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Q: W illyo ugo to the po st offic e?
最後 の 問 い は断固とした要求を表すと解
さ れるの で, こ こ では幾分ぶ っ きらぼう
うに響き, 適切 で はな い ｡ こ の 学習者は
き っ と
Wl
'
llyo ubegoingto thepo st offic e?(in
the c our s e ofyo ur visit toto w n)〔Italic s
mine〕
と い っ た neutralな質問を して い る つ も
りで上 記の ように言 っ た の であろう｡ こ
の種 の文脈に おけ る未来進行形は , 動詞
構造の 面か ら説明する の が困難なの で,
相当に力 の ある学習者でもめ っ た に マ ス
タ ー する こ と がな い ｡
こ の 見解は 前述 の C GEL の(b)の 説明 と規
を 一 にするもの で, われ
'
b れ日本人が こ の難
し い とされ る動 詞構造 の 意味 を体得する に
は , たとえば(12)-(16)の ような適切 な文脈 を伴
っ た例文 に多く接する こ と が是非 とも必要の
ように思われる ｡
(be+ - ing)を従 え る Modals と し て は ,
will以外に shouldが 多い ようである ｡
(18) Yourletterha sbe占n pa ss ed on tothe m
for'im mediate action . Yo u should be
he a ringfr o mthe m shortly.(277)
(19) T he $72 deposit w a ss ent out today.
You should be re c eivingitshortly.(468)
¢0) We re a ched a prelimin ary u nd占rsta nd-
ing thatthe option would betaken up
a ndthe c om panyin que stion u )ouldbe
Publishing an editio n in the United
States.(251)
D P B Lは(19)6こ つ い て ｢進行形で, すぐにも
届く と い う ニ ュ ア ン ス を出して い る ｣ と説明
して い る が, それは sbo rtly と い う副詞が そ
の 意 味を担 っ て い る の で あ っ て, こ こ で は
`Yo u sho uldr e c eiv e' (是非受 け取 っ て下 さ
い) とは ま っ たく異な っ た意味を担わせ るた
め に, す なわち
`
futu re a s a matter ｡f
c o u rs e
'(き っ とお受け取りになる はずです)
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を表すため に進行相が用 い られて い る の で あ
る. 伽)の w ould は時制の 一 致によ るもの で あ
ろう｡
法助動詞(Modals)は話者の判断や心的態
度を示すが, その 後に続く､い わゆ る進行相は
本動詞で表されれる行為や出来事または事態
へ と主語が 方向づ け られ る こ と を表 して い
る｡ 未来進行相は , 将来生 じる活動や状態に
対して 話者が コ ミ ッ ト しな い で (T ho ms on
13)
& Martinet(育213)は
`
future withoutinten -
tion
'
と呼ぶ), い わば推移 して行く事情に責
任をあずける こ と によ っ て話 し手な い しは主
語 との 係わりを薄く し, ふ ん わり とした柔ら
か なニ ュ ア ン ス を添えて い る と思 われる ｡
未来進行相 に つ い て では ない が, 過去進行
相 にも同様の傾 向が 見られる こ とに つ い て,
T ho m s on & Martinet(隻181) は次の ように
述 べ て い る ｡
T hepastco ntin uous c an be us ed as alter
-
nativ etothe simple pa st toindicate a m ore
c as ual, le s sdeliber ate action :
I u)a stalking to To m the othe rday･
T he pa st co ntinuou she re gl VeStheim pre s
-
sion that the a ctio n w a sin no w ay un usual
or rem arkable. It also te nds to rem o ve
re sponsibilty fr o m the s ubje ct. In the
abo v eex am pleitis not cle ar who sta rted
the con v e rs ation, a nd it do e s n ot m atter･
Note the co ntrast with the sim ple past
te n s e, I talked to Tom , w hich indicate s
thatltooktheinitiative.
Rodin o vが, 進行相 は時に polite な感じを
与える と言 っ て い る の は理由の ない こ と で は
な い ｡ 話者は , 事象を主語 と動詞 が 直接結び
っ い た 統体 と して 把握 して い る の で はなく,
主語と本動詞 で示 され る行為
･ 事態が, 進行
相 で示される不定の 時間幅 の 中に 当然生 じる
客観的 な出来事 と して, つ まり主語 がその 布
為 ･ 事態に対してまともに は責任を引き受 け
て い ない と い うこ とを示 して い る ｡ こうして
陳述を
"les s c ategorical and dire ct, less
for ceful a nd pr es sing
"
なもの にすると い っ
た効果を生み だし, それが polite な感じを醸
しだ して い ると思え る の である ｡
5 進行相不定詞
以上 で観察した事柄 が進行相不定詞を従え
る い わゆ る Cate n ativ e Ve rbs に適用 でき る
か どうか を検討 してみ た い ｡
Cu) We hope to be hea ringfr o myo u s o o n･
(171)
但2) Enclosedis a brief ofthe m aterial i
expe ct to be c ouen ng du ring m y le c
-
tu re o nJun e1.(439)
¢3) Sho uldyo u hap pe n to be passing, do
14)
dr opin.(Perkins, 55)
但4) How w o uldyo u like to be playing
15)
blackja ckto m or r o w?(A m W , 48)
(25) A : W ould itbe pos sibleto stayin my
roo m u ntil ll:30o r s o?
B :Ⅰ
'
m afr aidn ot, sir. T he staffwill
ha ve to be cle a ning the roo m.
(A m W, 42)
¢¢ I ha v eju st re adyo u rlette rinfor ming
m e ofthe sad fact thatyou will ha v eto
be r etu rn mgto Au str aliadue tohealth
r eas o n s. (605)
帥 Sim o n, this is Pr ofes so r lshii･ He
'
s
16)
goingto be te a ching u sPolitc台･(山 口 , 1
-5)
Ql)-(24)で は Cate n ativ e Verbs の 中 で も
hope, e xpe ct,1ike 等期待
･ 願望を表す動詞 と
進行相 不定 詞 が 結合 して お り, ¢5)-CZ7)で は
se mト m odals と進行相 が 結合 して い る の が
特徴 で ある｡ 中に は BL で はな い もの か ら取
られ た用例もある が, それ は進行相 が丁寧さ
を表す ため, B Lに 限らず, 会話表現を含め て
広く用 い られ て い る証左 と い え る｡ い ずれ の
進行相と丁寧効果
例も, 期待 ･ 願望 ･ 義務等未来志向を表す動
詞 (その 意味で心的態度を表す法坤動詞に通
じる) に続く進行相不定詞 であり, 単純不定
詞を用 い た場合 に見 られ る であ ろう(行為に
対する願望 の 露骨さ) (行為をむきだ しにして
示す圧力) (言 い切 るような断言的なひ びき)
が緩和され, 娩曲で柔らか な ニ ュ ア ン ス に な
っ て い る こ とは否め ない ｡ 主語と, 動詞 によ
っ て示される活動と の 間に, 進行相 と いう時
間幅な い しは心理 的クッ シ ョ ン をおく こ とに
よ っ て, その こ とが可能になる の で は ない だ
ろうか ｡
6 結 語
B L にかなりひ ん ばん に 用 い られ る進行相
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が Co urte sy効果を生み だ す ー つ の 要因に な
っ て い るこ とを検討してみ た ｡ 第二節で , 進
行相 はそ の構造が持つ 時間幅 ･ 未完了の 意味
が陳述 の 非断言 ･ 客観化 をうなが し, 主語 の
活動 ･ 状態を述 べ る際に 一 種 の 緩衝作用 の機
能を果 たし, 叙述 の 露骨さを緩和 して い るの
で は ない か と い う仮説を設けた ｡ そして第三
節以降 ｢現在進行相｣ ｢未来進行相｣ ｢未来志
向の Catenativ e Verb +進行相不定詞｣ の 諸
例を検討 し, 上記の 仮説の 妥当性 を例証 して
み た つ もり で ある｡ た だ し, 進行相 が 持 っ
Co u rtesy効 果は あく まで も付随効 果 で あ っ
て ,進行相 の中心的意味は `pr o ce s s and dura-
tion' である と い う点 は銘記して お く べ きで
あろう ｡
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Progre ssive For m andCo u rte sy Effe ct
Kiyoha r uNA K A NO
(Rec eiv ed De c e mber 6, 1989)
A BS T R A C T
T he progr e ssiv efr o m of English v e rbs ha s a sits centr al m e a ni g
`
pr o c es s a nd
du r ation, andit is ofte n r ef r redto a sde n oting a n a ctio nhappening o n a spe cific pointin
tim e. Butit is als o a c c o mpanied with so m e other shades of m e a ni g･ depe nding o nthe
c o ntext a ndthe kind of the v erb u sed.
w e c a n cite o n e of thos e m e a nings a s
`
1es s c ategoric al a nd dir e ct, le ssfo r c eful a nd
pre ssing, m o r epolite andte ntativ e
'
tha nthe n on-a spe ctu al fo r m s･ This additio n al m e a n-
ing m ay be c alled a c ou rtesy effe ct of the progr essiv e a spect･ Here a r e s o m etypic a
l
e x a mple s:
Ⅰ
'
m hoping yo u
'
llbe willingtojoin u s.
I w a shoping yo u
'
d le nd m e s o m em o n ey･
w be n willyo ube payingba ck the m o n ey?
sho uld yo uhap pe nto be pa ssing, do dr op in ･
w batele m ent or ele m ents ofthe v e rb stru ctu r eprodu c e s u ch a n effe ct?Its ee n-stobe
cr u cial, in disc us sing the effe ct, to hypothe siz ethat the pr ogre ssiv e v erb fo r mde n ote s
in c o mpleten e ssof a n a ctio n or an e v e nt, a s
w ella s a nindefinite period of tim eboth
physic al andpsychologic al･ Special e mpha sis is laido nthe futu
r e c o ntin u o u s･
K E Y W O RD S
T im e span, In c o mpleten e ss, Buffer effe ct, N o n-c o m mitm e nt,
Politen e ss･
